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徹
底
し
て
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
一
人
称
の
つ
ぶ
や
き
を

丹
念
に
集
め
て
、
公
共
の
課
題
へ
と
相
対
化
し
て
い
く
。
地
域
に

生
き
る
一
人
ひ
と
り
が
直
面
し
て
い
る
問
題
を
、
地
域
の
課
題
と

し
て
と
ら
え
直
し
、
協
働
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
方
向
性
を
模

索
す
る
先
駆
的
実
践
と
し
て
、
前
回
（
第
九
話
）「
生
野
区
地
域
福

祉
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
二
〇
〇
六
年
四
月
策
定
）
を
紹
介
し
た
。 

　
生
野
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
一
人
称
を
起
点
と
し
な
が
ら
相
対
化

さ
れ
公
共
化
さ
れ
た
気
づ
き
は
、
決
し
て
生
野
区
だ
け
の
課
題
で

は
な
い
こ
と
を
、
同
プ
ラ
ン
は
、
貴
重
な
つ
ぶ
や
き
の
数
々
に
よ

っ
て
物
語
っ
て
く
れ
た
。
例
え
ば
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
め
ぐ
る

悩
み
の
あ
り
よ
う
は
、
現
代
の
高
齢
者
が
直
面
す
る
問
題
を
鮮
明

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
「
す
る
こ
と
と
で
き
る

こ
と
（
役
割
）
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
、「
気
軽
に
集
ま
り
人

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
」
、「
家
に
一
人
で
い
る

こ
と
が
多
く
、
話
し
相
手
も
い
ま
せ
ん
」
、「
訪
問
販
売
や
詐
欺
事

件
が
多
く
、
不
安
で
す
」
、「
入
院
時
や
災
害
時
に
頼
れ
る
人
が
い

ま
せ
ん
」
、「
介
護
の
こ
と
や
施
設
の
状
況
が
わ
か
り
ま
せ
ん
」
、

「
在
日
韓
国
朝
鮮
籍
で
年
金
・
介
護
・
交
流
で
困
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
」
と
い
っ
た
声
。
い
ず
れ
も
地
域
に
お
け
る
暮
ら
し
の
孤
立
化
と

い
う
、
深
刻
で
普
遍
的
な
問
題
を
根
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
解
決
の
た
め
に
、
地
域
の
有
形
無
形
の
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
多
様
な
世
代
が
地
域
と
つ
な
が
る
場

や
仕
組
み
を
、
地
域
の
中
に
幾
重
に
も
編
み
こ
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
そ
う
し
た
気
づ
き
を
大
阪
都
心
部
に
向
け
て
み
れ
ば
、
流
動
性

の
激
し
さ
や
匿
名
性
の
高
さ
か
ら
も
、
い
っ
そ
う
暮
ら
し
の
孤
立

化
が
進
み
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
一
方

で
、
活
用
可
能
な
多
様
な
資
源
の
集
積
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
確
か

で
あ
る
。
そ
の
両
面
性
を
持
つ
大
阪
都
心
部
の
地
域
と
生
活
者
に
、

少
子
高
齢
化
と
い
う
社
会
の
大
き
な
構
造
変
化
は
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
も
た
ら
し
、
何
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。 

　
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
、
当
連
載
第
一
〇
話
で
は
、

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
高
田
・
神
吉
研
究
室
及
び
大
阪

市
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
三
浦
研
究
室
と
大
阪
ガ
ス 

エ

ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
筆
者
所
属
）
に
よ
る
、
少
子
高
齢
社
会

に
お
け
る
都
心
居
住
の
実
態
と
あ
り
方
に
関
す
る
合
同
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一
部
を
速
報
し
た
い
。
主
な
内
容
は
、

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ 
 

大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ 
（第10話）

多
様
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
支
え
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性

は
じ
め
に
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合
同
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
高
田
・
神
吉
研
究
室
が
調

査
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
中
心
に
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
な
お
、
同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
、
高
田
・
神
吉
研
究
室
・

博
士
前
期
課
程
二
年
の
木
村
祐
太
氏
が
、
高
田
光
雄
教
授
・
神
吉

紀
世
子
助
教
授
・
安
枝
英
俊
助
手
の
指
導
の
も
と
に
、
修
士
論
文

「
大
阪
都
心
部
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
介
護
世
帯
の
居
住

支
援
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
研
究
」（
二
〇
〇
七
年
二
月
）
に
ま
と
め
て

い
る
（
図
１
）
。
本
稿
で
は
、
木
村
氏
の
修
士
論
文
の
一
部
を
抜
粋

し
な
が
ら
、
筆
者
の
私
見
も
交
え
つ
つ
、
調
査
結
果
の
ト
ピ
ッ
ク

を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で
断
片
的
な
紹
介
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
し
て
お
く
。 

   

　
都
心
部
の
地
域
と
生
活
者
に
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
社
会
の
大
き

な
構
造
変
化
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
何
が
必
要
と
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
と
い
う
問
い
の
前
提
と
し
て
、
ま

ず
人
口
統
計
か
ら
地
域
の
変
化
を
簡
単
に
把
握
し
て
お
き
た
い
。 

　
連
載
第
七
話
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
五
年
の
国

勢
調
査
時
か
ら
、
大
阪
市
の
都
心
六
区
は
人
口
増
に
転
じ
、

二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
五
年
の
国
勢
調
査
で
は
高
い
人
口
増

加
率
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
区
域
の
約
半
分
が
上

町
台
地
に
含
ま
れ
る
中
央
区
と
、
区
域
全
て
が
上
町
台
地
に

含
ま
れ
る
天
王
寺
区
を
見
る
と
、
増
加
率
一
位
の
中
央
区
は

二
〇
％
を
超
え
る
著
し
い
増
加
率
を
示
し
、
五
位
の
天
王
寺

区
も
九
％
の
増
加
率
を
示
し
て
い
る
。
両
区
で
見
れ
ば
、
一
五

％
近
い
増
加
率
で
あ
る
。 

　
木
村
氏
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
し
た
中
央

区
・
天
王
寺
区
の
人
口
動
向
に
つ
い
て
「
中
央
区
北
側
の
業
務

地
区
の
辺
り
で
増
加
率
が
高
い
町
丁
目
が
多
く
見
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
人
口
の
少
な
か
っ
た
地
域
に
人
口
が
流
入
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
」（
木
村
）
と
し
た
上
で
、
一
五
歳
未
満
人
口
と

六
五
歳
以
上
人
口
の
動
向
に
つ
い
て
ふ
れ
、
近
年
の
人
口
増
加

都心居住文化の創造へ 
 

大阪都心部における子育て世帯・高齢者介護世帯
の居住支援ニーズに関する研究 
 
 木村祐太（京都大学大学院工学研究科博士前期課程） 
 

第１章　序論

　1–1  研究の背景・目的 
　1–2  研究の方法と構成 

第２章 大阪都心部における子育て世帯・高齢者介護世帯
　　　　への居住支援 

　2–1  本章の目的 
　2–2  都心居住の意義 
　2–3 大阪都心部の特徴 
　　 （1.大阪都心部における近年の人口変化、2.上町台地・
　　　船場） 
　2–4 大阪都心部における子育て世帯・高齢者介護世帯への 
　　　居住支援 

第３章　大阪都心部における子育て世帯の居住支援ニーズ 

　3–1  本章の目的 
　3–2  調査概要（1.調査対象、2.調査の方法と概要） 
　3–3  子育て世帯の特徴 
　　（1.家族構成、2.居住歴・居住形態と居住理由、 
　　  3.日常生活、4.定住意思、5.子育て従事者の親しい友人） 
　3–4  大阪都心部における子育ての実態 
　　（1.子育て状況、2.子育てしやすさと子育てしにくさ、 
　　  3.子育てしやすさの要因からの分析、4.子どもの生活） 
　3–5  子育て従事者の仕事・活動状況 
　　（1.仕事・活動状況、2.子育て従事者の活動状況からの 
　　  分析、3.今後の活動意思） 
　3–6  子育て世帯の居住支援ニーズの検討 

第４章 大阪都心部における高齢者介護世帯の居住支援
　　　 ニーズ 

　4–1  本章の目的 
　4–2  調査概要（1.調査対象、2.調査の方法と概要） 
　4–3  高齢者介護世帯の特徴 
　　（1.家族構成、2.居住歴・居住形態と居住理由、3.日常 
　　  生活、4.定住意思と住宅評価、5.介護従事者の親しい 
　　  友人）  
　4–4  大阪都心部における高齢者介護の実態 
　　（1.高齢者介護状況、2.介護しやすさと介護しにくさ、 
　　  3.介護しやすさの要因からの分析） 
　4–5  介護従事者の仕事・活動状況 
　　（1.仕事・活動状況、2.介護従事者の活動状況からの分析） 
　4–6  高齢者介護世帯の居住支援ニーズの検討 

第５章 結論

　5–1 結論 

　5–2 今後の研究課題 
 

図1　木村祐太氏（写真）と修士論文目次

図2　大阪市24区の人口と増減率（2000年・2005年国勢調査）

人
口
動
向
に
見
る
地
域
の
質
的
変
化
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都
心
部
の
地
域
と
生
活
者
に
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
社
会
の
大
き

な
構
造
変
化
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
何
が
必
要
と
さ

こ
と
が
わ
か
る
」（
木
村
）
と
し
た
上
で
、
一
五
歳
未
満
人
口
と

六
五
歳
以
上
人
口
の
動
向
に
つ
い
て
ふ
れ
、
近
年
の
人
口
増
加

と
と
も
に
中
央
区
・
天
王
寺
区
に
お
い
て
一
五
歳
未
満
人
口
が
増

加
し
て
き
て
い
る
こ
と
と
、
六
五
歳
以
上
人
口
が
他
区
同
様
に
お
し

な
べ
て
増
加
し
て
き
て
い
る
状
況
を
と
ら
え
て
い
る
（
図
２
〜
４
）。 

　
こ
う
し
た
近
年
の
人
口
動
向
は
、「
大
阪
市
中
央
区
・
天
王
寺
区

に
は
、
上
町
台
地
や
船
場
と
い
っ
た
歴
史
・
文
化
の
蓄
積
が
あ
る

地
域
が
存
在
す
る
。
当
地
域
に
お
い
て
は
、
都
心
と
し
て
の
利
便

性
や
子
ど
も
の
教
育
環
境
を
求
め
子
育
て
世
帯
が
増
加
し
、
ま
た

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
高
齢
者
世
帯
も
増
加
し
て
い
る
」（
木
村
）
こ

と
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
っ
ぱ
ら
人
口
の
都
心
回

帰
と
し
て
プ
ラ
ス
面
か
ら
語
ら
れ
が
ち
な
現
象
で
あ
る
た
め
に
、

人
口
の
量
的
変
化
と
表
裏
を
な
す
人
口
の
質
的
な
変
化
が
引
き
起

こ
す
で
あ
ろ
う
問
題
に
目
が
向
け
ら
れ
に
く
い
。
暮
ら
し
を
支
え

る
有
形
無
形
の
資
源
を
持
つ
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
間
に
、
大

き
な
断
絶
や
格
差
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
や
、

結
果
と
し
て
暮
ら
し
の
孤
立
化
を
お
し
す
す
め
て
し
ま
い
や
す
い

こ
と
に
つ
い
て
の
危
機
感
は
、
個
々
人
の
認
識
の
差
も
大
き
く
、

公
共
化
さ
れ
に
く
い
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　
個
人
と
他
の
個
人
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
た
木
村
氏
に
よ

る
、
大
阪
都
心
部
に
居
住
す
る
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
介
護

世
帯
の
地
域
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
ま

と
め
を
抜
粋
紹
介
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
都

心
居
住
の
実
態
と
支
援
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

   

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た
も
の

と
、
高
齢
者
介
護
世
帯
を
対
象
と
し
た
も
の
の
二
種
類
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
木

村
氏
の
修
士
論
文
か
ら
抜
粋
）。 

 

①
「
大
阪
都
心
部
に
居
住
す
る
子
育
て
世
帯
の
地
域
と
の
　 

　 

関
わ
り
に
関
す
る
調
査
」
概
要 

　
大
阪
市
中
央
区
・
天
王
寺
区
に
あ
る
一
五
校
の
小
学
校
か

ら
、
近
年
児
童
数
が
増
加
し
て
い
る
小
学
校
五
校
を
選
定

し
た
。
対
象
と
な
る
小
学
校
は
中
央
区
に

あ
る
開
平
小
学
校
・
中
大
江
小
学
校
・
中

央
小
学
校
、
天
王
寺
区
に
あ
る
五
条
小
学

校
・
大
江
小
学
校
で
あ
る
（
図
５
）。 

　
調
査
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
実
施

し
、
小
学
校
に
通
う
児
童
を
持
つ
全
世
帯

に
対
し
て
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
票
を
配
布
し
、
郵
送
に
て
回
収

し
た
。
調
査
期
間
は
二
〇
〇
六
年
一
二
月

〜
二
〇
〇
七
年
一
月
で
あ
る
。
配
布
家
庭

数
は
一
七
〇
七
票
、
回
収
数
は
四
八
五
票
、

回
収
率
は
二
八
・
四
％
で
あ
る
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て

「
居
住
歴
」「
日
常
生
活
」「
子
育
て
状
況

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

都心居住文化の創造へ 
 

図2　大図3　大阪市24区の15歳未満人口と増減率（2000年・2005年国勢調査）図4　大阪市24区の65歳以上人口と増減率（2000年・2005年国勢調査）

図5　子育て世帯の調査対象とした小学校区
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
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（
子
ど
も
が
小
学
校
卒
業
ま
で
）」「
定
住
意
識
」「
今
後
の
活
動
意

思
」「
家
族
属
性
」
で
あ
っ
た
。 

 

②
「
大
阪
都
心
部
に
居
住
す
る
高
齢
者
介
護
世
帯
の
地
域
と
の

　 

関
わ
り
に
関
す
る
調
査
」
概
要 

　
大
阪
市
中
央
区
・
天
王
寺
区
に
お
け
る
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
・
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
中
で
、
調
査
協
力
の
得
ら
れ
た
施

設
を
対
象
と
し
た
。 

　
調
査
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
実
施
し
、
施
設
利
用
者
の
家

族
に
対
し
て
、
施
設
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
配
布
し
、
郵
送

に
て
回
収
し
た
。
調
査
期
間
は
二
〇
〇
六
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
七

年
一
月
で
あ
る
。
配
布
数
は
二
四
三
票
で
、
回
収
数
は
一
二
七

票
、
回
収
率
は
五
二
・
三
％
で
あ
る
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
大
き
く
分
け
て
「
居
住
歴
」「
生
活
実

態
」「
高
齢
者
介
護
実
態
」「
定
住
意
思
」「
家
族
属
性
」
で
あ
っ
た
。 

 

　
な
お
、
調
査
の
実
施
に
向
け
て
、
木
村
氏
が
事
前
に
大
阪
都
心
部

に
居
住
す
る
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
介
護
世
帯
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
合
同
調
査
研
究
会
で
の
議
論
を
経
て
調
査
票
を
作
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
調
査
と
し
て
、
小
学
校
に
子
ど
も
が
通

う
世
帯
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
仕
事
を
持
つ
親
・
持
た
な
い
親
両

方
の
層
を
包
含
し
、
そ
の
中
に
未
就
学
の
子
ど
も
が
い
る
ケ
ー
ス
も

含
む
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。 

　
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
気
づ
き
は
大
き
い
。
例
え
ば
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
父
親
・
母
親
と
も
（
ひ
と
り
親
世
帯
の
場
合
は

ひ
と
り
親
が
）
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る
世
帯
の
場
合
、

現
在
の
日
本
の
労
働
環
境
で
は
、
時
間
的
な
制
約
か
ら
見
て
も
、
一
般

的
に
地
域
の
中
で
、
日
常
的
な
子
育
て
の
互
助
関
係
を
築
い
て
い
く

こ
と
は
難
し
い
。
子
育
て
を
支
え
る
選
択
肢
は
限
定
的
で
、
不
安
や

ス
ト
レ
ス
が
高
ま
り
や
す
い
切
実
な
実
態
が
う
か
が
え
た
。
一
方

で
、
父
親
・
母
親
の
い
ず
れ
か
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
持
た
ず
に

子
育
て
を
し
て
い
る
世
帯
の
場
合
、
地
域
の
中
で
の
人
間

関
係
づ
く
り
に
意
欲
的
で
あ
れ
ば
、
新
住
民
で
あ
っ
て
も

互
助
型
の
子
育
て
を
暮
ら
し
の
中
に
比
較
的
柔
軟
に
と

り
入
れ
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
。
地
域
で
の
互
助
関
係
が

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
頼
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
安

心
感
や
ゆ
と
り
に
つ
な
が
る
様
子
も
垣
間
見
ら
れ
た
。 

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
の
選
択
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
切
実
な
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
世
帯
ほ
ど
不
安
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ

や
す
く
、
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
が
容
易
な
世
帯
ほ
ど

多
様
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
安
心
を
得
や
す
い
と
い

う
、
皮
肉
な
実
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
は
接
近

し
に
く
く
、
問
題
の
共
有
や
解
決
に
つ
な
が
り
に
く
い

と
い
う
課
題
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
個
々

人
の
多
様
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
選
択
を
前
提
と
し
た
、

支
援
の
仕
組
み
や
場
が
十
分
に
成
立
し
て
い
な
い
と
い

う
問
題
が
実
感
で
き
る
。
こ
う
し
た
議
論
と
実
感
を
ふ

ま
え
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。 

    

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
者
の
基
本
属
性
と
特
徴

か
ら
、
子
育
て
世
帯
と
高
齢
者
介
護
世
帯
の
生
活
と

意
識
の
あ
り
よ
う
を
概
観
す
る
（
木
村
氏
の
修
士
論

文
か
ら
抜
粋
）（
図
６
〜
10
）。 

 

①
「
大
阪
都
心
部
に
居
住
す
る
子
育
て
世
帯
の
地
域

　 

と
の
関
わ
り
に
関
す
る
調
査
」
の
回
答
者 

　
家
族
構
成
を
見
る
と
、「
夫
婦
と
子
ど
も
」
か
ら
な

る
世
帯
が
七
三
・
五
％
と
最
も
多
く
、
母
親
だ
け
で
子

都心居住文化の創造へ 
 

図6　子育て世帯の回答者の基本属性図7　子育て世帯の回答者の居住理由

回
答
者
の
基
本
属
性
と

特
徴
に
見
る
実
態
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ス
ト
レ
ス
が
高
ま
り
や
す
い
切
実
な
実
態
が
う
か
が
え
た
。
一
方

で
、
父
親
・
母
親
の
い
ず
れ
か
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
を
持
た
ず
に

　
家
族
構
成
を
見
る
と
、「
夫
婦
と
子
ど
も
」
か
ら
な

る
世
帯
が
七
三
・
五
％
と
最
も
多
く
、
母
親
だ
け
で
子

育
て
を
し
て
い
る
世
帯
も
一
二
・
四
％
で
あ
っ
た
。 

　
親
・
義
親
の
居
住
地
を
見
る
と
同
居
を
含
め
、
共
に
四
〇
％
を

超
え
る
世
帯
が
大
阪
市
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
御

互
い
の
距
離
を
行
き
来
し
や
す
い
距
離
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
居
住
理
由
を
見
て
も
、「
親
・
義
親
と
同
居
・
近
居
す

る
た
め
」（
二
九
・
六
％
）
と
、
親
・
義
親
と
の
距
離
を
重
要
視
し

て
い
る
世
帯
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
自
分
の
仕
事
の

た
め
」（
二
三
・
四
％
）
「
家
族
の
仕
事
の
た
め
」（
三
二
・
一
％
）
と

い
っ
た
仕
事
の
通
勤
利
便
性
よ
り
も
、「
子
育
て
・
子
ど
も
の
教

育
の
た
め
」（
五
八
・
四
％
）
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
が
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。 

　
定
住
意
思
も
八
七
・
四
％
と
高
く
、
今
後
も
住
み
続
け
た
い
と

考
え
て
い
る
世
帯
が
多
い
。
ま
た
、
そ
の
理
由
を
見
る
と
、
「
交

通
の
利
便
」（
八
七
・
三
％
）
「
買
い
物
な
ど
の
日
常
生
活
の
利
便
」

（
六
三
・
九
％
）
だ
け
で
な
く
、
定
住
理
由
と
し
て
も
、
「
子
ど
も

の
教
育
環
境
の
よ
さ
」（
四
四
・
四
％
）
を
あ
げ
て
い
る
回
答
者
が

多
か
っ
た
。
ま
た
「
土
地
柄
が
気
に
入
っ
て
い
る
」（
四
一
・
〇
％
）

と
い
う
意
見
も
多
く
、
地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
居
住
者
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
回
答
者
（
男
性
五
・
二
％
、
女
性
九
四
・
二
％
、
不
明
〇
・
六
％
）

の
七
四
・
五
％
が
仕
事
や
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、仕

事
を
し
て
い
る
割
合
は
全
体
の
五
六
・
九
％
と
過
半
数
を
超
え
て

い
る
。
ま
た
、
何
ら
か
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
回
答
者
の
割
合

は
四
四
・
三
％
で
あ
っ
た
。 

　
今
後
の
活
動
意
思
を
見
る
と
、
回
答
者
の
六
三
・
一
％
が
新
た

に
仕
事
・
活
動
に
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。「
文
化
的
な
趣

味
や
習
い
事
」（
四
八
・
一
％
）
、「
学
校
・
通
信
教
育
・
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
・
自
宅
で
の
勉
強
」（
四
一
・
一
％
）
な
ど
の
活
動
が

多
い
が
、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
」（
三
九
・
一
％
）
と
「
フ
ル
タ

イ
ム
の
仕
事
」（
二
三
・
九
％
）
を
合
わ
せ
る
と
、
仕
事
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
回
答
者
が
多
い
。 

②
「
大
阪
都
心
部
に
居
住
す
る
高
齢
者
介
護
世
帯
の 

　 

地
域
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
調
査
」
の
回
答
者 

　
回
答
者
の
家
族
構
成
は
「
単
独
世
帯
」（
一
九
・
七
％
）

「
夫
婦
世
帯
」（
一
八
・
九
％
）
「
二
世
代
（
回
答
者
と
子
ど

も
）
世
帯
」（
一
八
・
一
％
）
「
二
世
代
（
回
答
者
と
親
）
世

帯
」（
一
七
・
三
％
）
「
三
世
代
世
帯
」（
一
八
・
九
％
）
が

同
程
度
の
割
合
で
あ
る
。
年
齢
を
見
る
と
五
一
歳
〜

六
〇
歳
の
年
齢
層
が
最
も
多
く
、
五
〇
・
四
％
が
六
四

歳
以
下
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
り
の
三
一
・
五
％
は
六

五
歳
以
上
で
あ
り
、
老
老
介
護
の
割
合
も
高
い
こ
と

が
わ
か
る
。 

　
現
在
の
住
居
に
お
け
る
居
住
年
数
を
見
る
と
二
一

年
以
上
が
多
く
（
六
一
・
四
％
）
、
居
住
理
由
か
ら
も
介

護
の
た
め
や
仕
事
の
た
め
で
は
な
く
、
長
年
居
住
し

て
介
護
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
世
帯
が
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
集
合
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯
は
三
八
・
六
％

と
多
く
な
く
、
住
居
専
用
あ
る
い
は
店
舗
等
併
用
の

戸
建
て
住
宅
に
住
む
世
帯
が
多
い
（
四
九
・
六
％
）。 

　
回
答
者
と
要
介
護
者
の
関
係
を
見
る
と
、
同
居
し

て
い
る
親
が
三
一
・
一
％
と
最
も
多
く
、
同
居
の
親
を

含
め
る
と
、
回
答
者
自
身
の
親
を
介
護
し
て
い
る
割
合

が
五
二
・
四
％
で
あ
る
。
続
い
て
配
偶
者
が
二
六
・
二

％
と
な
っ
て
い
る
。
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
見
る
と
、
訪

問
介
護
の
利
用
が
三
七
・
七
％
と
高
い
。
ま
た
、
家

族
・
親
族
の
助
け
を
見
る
と
、「
回
答
者
の
子
ど
も
」

（
三
六
・
九
％
）
が
比
較
的
介
護
の
助
け
と
な
っ
て
お

り
、「
兄
弟
・
姉
妹
」（
二
三
・
八
％
）
の
助
け
も
多
い

こ
と
が
わ
か
る
。 

　
子
ど
も
と
兄
弟
・
姉
妹
が
隣
居
・
近
居
し
て
い
る

世
帯
が
多
い
こ
と
か
ら
、
回
答
者
の
子
ど
も
や
兄
弟
・

姉
妹
が
近
居
す
る
こ
と
で
、
介
護
に
と
っ
て
重
要
な
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大
阪
・
上
町
台
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発
　
都
心
居
住
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創
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助
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
時
に
、
隣
居
・
近

居
し
て
い
る
親
族
が
い
な
い
世
帯
も
多
い
（
三
九
・
二
％
）
。 

　
回
答
者
（
男
性
二
八
・
六
％
、
女
性
七
一
・
四
％
）
の
七
〇
・
一
％

が
仕
事
や
活
動
を
し
て
い
る
。
仕
事
を
し
て
い
る
回
答
者
は

四
五
・
七
％
を
占
め
、
活
動
を
し
て
い
る
回
答
者
は
四
五
・
七
％

で
あ
っ
た
。 

   

　
前
記
の
よ
う
な
回
答
者
が
、
大
阪
都
心
部
で
子
育
て
や
介
護
に
向

き
合
う
暮
ら
し
を
営
む
中
で
、
ど
の
よ
う
な
点
を
評
価
し
て
い
る
の

か
、
簡
単
に
眺
め
て
み
よ
う（
木
村
氏
の
修
士
論
文
か
ら
抜
粋
）
。 

 

■
子
育
て
し
や
す
い
点 

　
子
育
て
し
や
す
い
と
感
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
学
区
（
小
学

校
区
）・
土
地
柄
が
よ
い
」（
七
八
・
七
％
）
と
い
う
意
見
が
最
も
多

く
、
続
い
て
「
子
ど
も
の
習
い
事
や
育
児
教
育
な
ど
の
施
設
が
充

実
し
て
い
る
」（
四
六
・
八
％
）
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
子
育
て

で
気
の
合
う
友
人
が
い
る
」（
四
一
・
二
％
）
こ
と
が
地
域
で
の
子

育
て
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
回
答
者
も
お

り
、
子
育
て
を
通
じ
た
地
域
で
の
他
の
個
人
と
の
関
わ
り
の
重
要

性
が
う
か
が
え
る
。
他
に
も
「
小
児
科
等
の
医
療
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
し
て
い
る
」（
三
四
・
二
％
）「
職
場
に
近
い
」（
三
一
・
一

％
）
「
親
と
の
同
居
・
近
居
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て

も
ら
え
る
」（
二
六
・
三
％
）
と
い
っ
た
こ
と
が
、
地
域
で
の
子
育

て
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
11
）
。 

 

■
介
護
し
や
す
い
点 

　「
助
か
っ
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
介
護
・
医
療
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、「
介
護
・
医
療
に
関
す
る

施
設
へ
の
交
通
の
利
便
」（
五
七
・
〇
％
）
が
最
も
多
く
、
施
設
の

充
実
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
は
高
齢
者
介
護
を
す

る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仕
事
や
活
動
の
拠

点
の
近
さ
や
「
家
族
の
介
護
に
つ
い
て
話
が
で
き
る
人
が
い
る
」

（
一
九
・
六
％
）
こ
と
も
、
介
護
を
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
（
図
12
）
。 

 

　
子
育
て
世
帯
も
、
高
齢
者
介
護
世
帯
も
、
関
連
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
の
集
積
や
交
通
利
便
性
に
対
し
て
高
い
評
価
を
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
で
、
子
育
て
世
帯
で
は
「
子
育
て
で
気
の
合
う
友

人
が
い
る
」
こ
と
、
高
齢
者
介
護
世
帯
で
は
「
家
族
の
介
護
に
つ
い

て
話
が
で
き
る
人
が
い
る
」
こ
と
な
ど
、
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
補
完

す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
の
重
要
性
が
見
て
と

れ
る
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
で
は
、「
親
と
の
同
居
・
近
居
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
も
ら
え
る
」
こ
と
が
、
比
較
的
多
く
挙

げ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
役
割
を
、
親
が
担
っ
て
い
る
現
状
も
垣

間
見
ら
れ
る
。 

　
な
お
、
子
育
て
し
に
く
さ
に
つ
い
て
は
、
自
然
の
少
な
さ
や
自

由
に
遊
べ
る
場
の
少
な
さ
、
事
故
・
犯
罪
の
リ
ス
ク
が
意
識
さ
れ

て
お
り
、
介
護
し
に
く
さ
に
つ
い
て
は
、
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
い

っ
そ
う
の
充
実
を
求
め
る
意
向
や
、
高
齢
者
・
要
介
護
者
が
安
心

し
て
外
出
で
き
る
環
境
整
備
を
求
め
る
意
向
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

   

　
子
育
て
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
の
重
要

性
に
着
目
し
な
が
ら
、
木
村
氏
は
次
の
よ
う
に
現
状
を
と
ら
え
て
い

る
（
木
村
氏
の
修
士
論
文
か
ら
抜
粋
）
。 

 

　「
子
育
て
で
気
の
あ
う
友
人
が
い
る
」
こ
と
は
四
一
・
二
％
の
回

答
者
が
子
育
て
し
や
す
さ
の
要
因
と
し
て
選
ん
で
お
り
、
子
育

都心居住文化の創造へ 
 

図11　子育てしやすいと感じるところ 図10　高齢者介護世帯の回答者の居住理由
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介
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サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、「
介
護
・
医
療
に
関
す
る

施
設
へ
の
交
通
の
利
便
」（
五
七
・
〇
％
）
が
最
も
多
く
、
施
設
の

　「
子
育
て
で
気
の
あ
う
友
人
が
い
る
」
こ
と
は
四
一
・
二
％
の
回

答
者
が
子
育
て
し
や
す
さ
の
要
因
と
し
て
選
ん
で
お
り
、
子
育

て
世
帯
に
と
っ
て
子
育
て
に
お
け
る
友
人
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
子
育
て
を
通
じ
て
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
見
ら
れ
る
。 

　
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
が
い
る
こ
と
で
、
幼
稚

園
や
小
学
校
で
地
域
の
他
の
個
人
と
の
関
わ
り
を
持
ち
や
す
い

状
況
に
あ
る
と
い
え
る
が
、「
子
育
て
で
気
の
合
う
友
人
が
い
る
」

こ
と
が
子
育
て
し
や
す
さ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
な
い
回

答
者
は
、
「
仕
事
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人
」
が
多
く
、
「
子

ど
も
の
幼
稚
園
や
小
学
校
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人
」
「
近
所

付
き
合
い
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人
」
が
少
な
く
な
る
傾
向
が

見
ら
れ
た
。 

　
子
育
て
世
帯
の
回
答
者
の
中
で
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
て

い
る
回
答
者
は
五
六
・
九
％
と
過
半
数
を
超
え
、
地
域
活
動
や
福

祉
、
趣
味
な
ど
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
回
答
者
は
四
四
・
三
％

で
あ
っ
た
。
今
後
の
活
動
を
見
て
も
六
三
・
一
％
の
回
答
者
が
新

た
に
仕
事
・
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
理
由

か
ら
「
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
は
少

な
い
（
一
二
・
一
％
）（
図
13
）
。 

 

　
木
村
氏
の
考
察
か
ら
、
子
育
て
を
介
し
た
子
育
て
の
た
め
の
地

域
で
の
人
間
関
係
に
価
値
を
置
く
層
が
一
定
存
在
し
て
い
る
一
方

で
、
時
間
的
な
制
約
な
ど
か
ら
地
域
で
の
相
互
扶
助
の
関
係
づ
く

り
が
困
難
な
層
も
確
実
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

ま
た
、
子
育
て
期
か
ら
中
年
期
に
か
け
て
は
、
就
労
や
自
己
投
資

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
高
い
時
期
で
あ
り
、
子
育
て
以
外
の
目
的

で
の
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
必
要
性
が
そ
れ
ほ
ど
意
識

さ
れ
て
い
な
い
実
態
も
み
て
と
れ
る
。 

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
木
村
氏
は
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
「
子
育

て
を
き
っ
か
け
と
し
た
地
域
で
の
他
の
個
人
と
の
関
わ
り
、
つ
ま

り
″子
育
て
で
気
の
合
う
友
人 

を
持
つ
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
」（
木
村
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

　 

  

　
一
方
、
高
齢
者
介
護
世
帯
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
の
重
要
性
に
着
目
し
て
、
木
村
氏
は
次
の

よ
う
に
考
察
し
て
い
る
（
木
村
氏
の
修
士
論
文
か
ら
抜
粋
）
。 

 

　
活
動
し
て
い
る
回
答
者
（
以
下
、
活
動
者
）
と
活
動
し
て
い
な

い
回
答
者
（
以
下
、
非
活
動
者
）
の
親
し
い
友
人
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
活
動
者
は
非
活
動
者
よ
り
も
幅
広
く
、
多
く
の
友
人
が

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、「
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
趣
味
な
ど
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人
」（
八
六
・
二
％
）
が

多
く
、
活
動
す
る
こ
と
が
介
護
従
事
者
と
他
の
個
人
と
の
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
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都
心
居
住
文
化
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創
造
へ

都心居住文化の創造へ 
 

図14　地域での活動の有無別家族介護の話・相談相手

図13　子育てしやすさの要因からみた親しい友人

図12　地域で介護して助かっていること 図11　子育てしや

″ 
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活
動
者
と
非
活
動
者
で
介
護
を
し
て
い
て
「
助
か
っ
て
い
る
こ

と
」
を
比
較
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
項
目
で
活
動
者
が
選
択

し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
介
護
環
境
に

対
す
る
満
足
度
が
高
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
介
護
を
し
て
い
て

「
地
域
に
求
め
る
こ
と
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
活
動
者
は
非
活
動

者
に
比
べ
て
、
介
護
や
医
療
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
求
め

る
声
は
少
な
く
、
活
動
者
自
身
が
働
け
る
場
所
や
、
地
域
活
動
が

で
き
る
拠
点
、
介
護
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
充
実
を
求
め

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

　
介
護
に
つ
い
て
の
話
や
相
談
で
き
る
友
人
に
つ
い
て
見
る
と
、
活

動
者
は
非
活
動
者
に
比
べ
、
友
人
に
話
や
相
談
を
す
る
傾
向
が
強

く
、
逆
に
非
活
動
者
は
家
族
・
親
族
に
介
護
の
話
や
相
談
を
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
活
動
者
の
話
・
相
談
相
手
と
し
て
、
活

動
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
友
人
が
最
も
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
介
護
従
事
者
に
と
っ
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
他
の

個
人
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る（
図
14
）。 

 

　
前
記
の
よ
う
な
分
析
を
通
し
て
木
村
氏
は
、
高
齢
者
介
護
世
帯

に
つ
い
て
「
地
域
活
動
に
よ
る
他
の
個
人
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

が
、
介
護
を
す
る
上
で
も
話
や
相
談
が
で
き
る
相
手
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
、
単
に
個
人
と
の

関
わ
り
を
築
く
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
介
護
を
す
る
上
で
も
重
要

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
」（
木
村
）
と
し
、「
地
域
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
地
域
で
の
他
の
個
人
と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
」（
木
村
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

   

　
上
町
台
地
界
隈
を
中
心
と
す
る
大
阪
都
心
部
で
は
、
教
育
施
設
の

集
積
や
職
住
の
近
接
性
な
ど
、
高
い
生
活
利
便
性
が
新
た
な
居
住
者

の
流
入
を
促
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
育
て
世
帯
の
一
定
程
度
が
、

親
・
義
親
と
の
近
居
に
よ
っ
て
、
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
不
足
を
補
っ
て
い
る
実
態
も
あ
る
。
共
働
き
世
帯

は
、
地
域
で
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
難
い
現
実
も

あ
る
。
ま
た
、
子
育
て
期
か
ら
中
年
期
に
か
け
て
は
、
就
労
や
自
己

投
資
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
高
く
、
子
育
て
以
外
の
目
的
で
の
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
優
先
順
位
は
低
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。 

　
一
方
、
現
在
上
町
台
地
界
隈
を
中
心
と
す
る
大
阪
都
心
部
の
福

祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
介
護
世
帯
に
は
、

居
住
歴
の
長
い
層
が
多
い
と
見
ら
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者

に
、
戸
建
て
住
宅
や
店
舗
併
用
住
宅
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
比
較

的
地
域
と
の
関
係
性
が
強
く
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
き
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

　
し
か
し
、
現
在
新
た
に
子
育
て
層
と
し
て
流
入
し
て
き
て
い
る

層
が
、
や
が
て
高
齢
期
に
さ
し
か
か
る
将
来
を
想
像
し
み
よ
う
。

地
域
活
動
を
通
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
、

高
齢
者
介
護
世
帯
や
高
齢
者
そ
の
も
の
の
暮
ら
し
の
孤
立
化
を
防

ぎ
、
安
心
感
や
充
実
感
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
仮
定

す
れ
ば
、
高
齢
期
に
至
る
ま
で
の
助
走
期
間
、
地
域
と
の
接
点
が

乏
し
い
状
態
に
置
か
れ
続
け
る
層
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、
や
が

て
生
活
上
の
大
き
な
リ
ス
ク
を
生
む
可
能
性
が
高
い
。 

　
そ
こ
で
、
子
育
て
期
、
高
齢
者
介
護
期
・
高
齢
期
の
課
題
を
、

別
々
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

を
軸
に
一
連
の
課
題
と
し
て
認
識
す
る
必
要
性
が
見
え
て
く
る
。
世

代
ご
と
、
あ
る
い
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ご
と
に
分
断
さ
れ
、
水
面
下
に

隠
れ
公
共
化
さ
れ
に
く
い
生
活
課
題
を
、
地
域
の
課
題
と
し
て
把
握

し
直
し
、
多
様
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
選
択
を
支
え
な
が
ら
、
暮
ら
し

の
孤
立
化
を
防
い
で
い
く
こ
と
。
地
域
の
有
形
無
形
の
資
源
を
使
い

こ
な
し
、
他
者
と
の
関
係
を
築
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
、
都
心
居
住

の
主
体
を
育
て
て
い
く
場
や
仕
組
み
づ
く
り
が
、
将
来
へ
の
投
資

と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
実
感
で
き
る
。 

（
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

客
員
研
究
員
）  

都心居住文化の創造へ 
 

第
一
〇
話
の
終
わ
り
に

5229-6ore  07.3.22 8:16 PM  ページ 10




